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外国人受け入れ  

揺れる政府方針  
「
外
国
か
ら
の
定
住
者
が
 
 

大
変
増
え
て
い
る
。
非
行
の
 
 

率
や
、
学
校
に
行
か
な
い
率
 
 

が
非
常
に
高
ま
っ
て
お
り
、
 
 

し
っ
 

は
、
受
け
入
れ
た
我
々
の
宋
 
 

任
だ
。
省
庁
横
断
で
考
え
た
 
 

い
」
。
安
倍
官
房
長
官
は
4
 
 

月
7
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
 
 

読
で
、
そ
う
蘇
っ
た
。
 
 

外
国
人
登
録
者
数
は
0
5
年
 
 

に
初
め
て
2
0
0
万
人
を
突
 
 

破
し
た
。
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
 
 

も
同
年
末
に
3
0
万
人
を
超
え
 
 

た
。
9
0
年
の
入
管
法
改
正
で
 
 

日
系
2
、
3
世
と
家
族
が
職
 
 

外国人政策にかかわる  
主な政府組織  

政
府
が
外
国
人
釜
飯
の
管
窟
強
化
に
乗
れ
由
し
た
の
は
、
外
国
人
犯
罪
の
増
加
を
臍
ま
え
た
治
安
対
策
の
色
合
い
 
 

が
強
い
。
一
方
、
定
住
外
国
人
に
教
育
な
ど
十
分
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
摩
擦
の
芽
を
摘
む
「
融
和
策
」
で
 
 

は
遅
れ
が
目
立
つ
。
今
後
、
外
国
人
を
ど
う
受
け
入
れ
て
い
く
の
か
。
政
府
の
軸
足
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。
 
 

（
藤
田
直
央
、
堀
内
隆
）
＝
1
面
参
照
 
 

管
理
強
化
「
融
和
策
」
は
手
付
か
ず
 
 

●経済財政諮問会議（関係閣僚   
が参加）＝競争力強化の点か   
ら受け入れ策を検討  
●外国人労働者問題プロジェク   
トチーム（関係副大臣）＝受   
け入れ外向人の範囲を検討  

●外国人労働者問題関係省庁連   
絡会議（関係省庁の局長級）   
＝治安対策の観点から、外国   
人受け入れ態勢を協議  
●外国人の在留菅珪ワーキング   

チーム（関．係省庁の課長級）   

＝外国人登録制度の見直し  

種
を
問
わ
す
入
国
で
き
る
よ
 
 

う
に
な
り
、
9
3
年
に
は
技
能
 
 

実
習
名
目
で
の
就
労
が
認
め
 
 

ら
れ
た
。
単
純
労
働
現
場
で
 
 

働
く
外
国
人
は
増
加
の
一
途
 
 

を
た
ど
っ
て
い
る
。
 
 
 

外
国
人
が
多
く
住
む
自
治
 
 

体
で
は
、
言
葉
の
阻
鹿
な
ど
 
 

で
公
教
育
に
参
加
で
き
な
い
 
 

子
ど
も
の
存
在
が
大
き
な
問
 
 

題
に
な
っ
て
い
る
。
外
国
人
 
 

が
人
口
の
約
4
％
を
占
め
る
 
 

三
重
県
鈴
鹿
市
で
は
、
就
学
 
 

年
齢
の
外
国
人
の
5
6
％
が
学
 
 

校
に
通
っ
て
い
な
い
。
 
 
 

安
倍
氏
も
「
定
住
外
国
人
 
 

の
地
域
へ
の
融
合
」
に
取
り
 
 

組
む
考
え
を
示
す
。
だ
が
、
 
 

「
こ
れ
ま
で
対
策
は
自
治
体
 
 

ま
か
せ
」
 
（
内
閣
府
幹
部
）
 
 

で
、
政
府
と
し
て
の
具
体
策
 
 

の
検
討
は
手
つ
か
ず
だ
。
 
 

一
方
、
．
日
本
を
訪
れ
る
外
 
 

国
人
か
ら
指
徽
を
取
る
改
正
 
 

出
入
管
法
が
今
国
会
で
成
 
 

立
q
ぎ
ら
に
外
国
人
労
働
者
 
 

の
所
在
を
正
確
に
つ
か
む
た
 
 

め
、
登
録
を
法
務
省
で
一
元
 
 

管
理
す
る
案
が
急
浮
上
し
 
 

た
。
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
を
 
 

中
心
に
、
管
理
強
化
策
の
検
 
 

討
が
始
ま
っ
て
い
る
。
 
 
 

だ
が
、
外
国
人
政
策
を
扱
 
 

う
政
肝
組
織
は
「
嬰
芋
力
強
 
 

外
国
人
労
働
者
が
増
加
す
 
 

る
な
か
、
政
府
は
主
に
8
0
年
 
 

代
以
降
に
来
日
し
た
人
た
ち
 
 

の
居
住
先
や
滞
在
期
間
を
正
 
 

確
に
把
撞
で
き
る
よ
う
登
録
 
 

制
度
を
強
化
す
る
。
現
在
は
 
 

自
治
体
が
管
理
し
て
い
る
登
 
 

録
情
報
を
、
法
務
省
入
国
菅
 
 

外国人労働者  

法
務
省
頻
繁
な
転
居
把
握
狙
い
 
 

化
」
や
「
治
安
対
策
」
な
ど
 
 

政
策
目
的
ご
と
に
分
か
れ
て
 
 

い
る
。
統
一
的
な
政
策
づ
く
 
 

り
は
、
こ
れ
か
ら
だ
。
 
 
 

そ
も
そ
も
政
府
内
で
は
、
 
 

理
局
が
一
元
的
に
管
理
す
る
 
 

こ
と
で
、
こ
う
し
た
外
国
人
 
 

に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
 
 

供
を
図
る
一
方
、
犯
罪
防
止
 
 

に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ
る
。
 
 

今
月
下
旬
の
犯
罪
対
策
閣
僚
 
 

会
議
で
中
間
報
告
が
示
さ
れ
 
 

る
見
通
し
で
、
政
府
は
0
7
年
 
 

農
林
水
産
省
が
4
月
に
始
め
た
ニ
 
 

ト
ト
、
フ
リ
ー
タ
ー
向
け
の
，
就
農
支
 
 

援
が
不
人
気
だ
。
半
年
合
宿
研
修
な
 
 

ど
の
内
容
で
年
間
1
2
0
人
の
参
加
 
 

者
を
見
込
ん
だ
が
、
応
募
は
6
人
だ
 
 

け
」
同
省
は
急
き
ょ
「
お
試
し
合
 
 

宿
」
を
企
画
し
て
全
国
の
ハ
ロ
ー
ワ
 
 

ー
ク
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
り
、
鋭
 
 

明
会
で
懸
命
の
P
R
を
し
て
い
る
。
 
 

外
国
人
を
ど
う
受
け
入
れ
る
 
 

か
に
つ
い
て
も
足
並
み
が
そ
 
 

ろ
っ
て
い
な
い
。
 
 
 

外
務
省
や
経
済
産
業
省
 
 

は
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
 
 

入
れ
拡
大
を
要
求
。
ア
ジ
ア
 
 

藷
国
と
の
E
P
A
（
経
済
連
 
 

携
協
定
）
交
渉
で
日
本
の
労
 
 

働
市
場
の
開
放
が
主
要
テ
ー
 
 

マ
に
な
っ
て
い
る
は
か
、
低
 
 

賃
金
の
外
国
人
労
働
者
を
活
 
 

用
す
る
こ
と
で
競
争
力
を
強
 
 

化
す
る
狙
い
も
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
、
法
務
省
や
 
 

に
も
外
国
人
登
録
法
と
出
入
 
 

国
管
理
法
の
改
正
秦
を
国
会
 
 

に
提
出
す
る
方
針
だ
。
＝
4
 
 

面
に
関
係
記
事
 
 
 

外
国
人
登
録
制
度
は
、
日
 
 

本
の
旧
植
民
地
出
身
者
や
そ
 
 

の
子
孫
な
ど
の
「
特
別
永
住
 
 

者
」
を
念
頭
に
せ
い
て
い
る
。
 
 

一
元
登
録
へ
 
 

ニート向け合宿  
農水省想定は年120人  

合
宿
研
修
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
 
 

！
 
フ
ァ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
」
と
 
 

名
付
け
、
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
 
 

ー
の
就
職
を
支
援
す
る
と
と
も
 
 

に
、
農
業
に
就
く
若
者
を
増
や
 
 

す
の
が
目
的
だ
。
茨
城
県
と
長
 
 

野
県
の
専
修
学
校
3
カ
所
で
、
 
 

3
～
6
カ
月
の
合
宿
研
修
を
設
 
 

定
。
今
年
1
月
か
ら
募
集
を
始
 
 

め
て
い
た
。
経
費
は
、
半
年
コ
 
 

厚
生
労
働
省
は
、
治
安
や
地
 
 

域
と
の
「
摩
擦
」
な
ど
、
受
 
 

け
入
れ
の
「
社
会
的
コ
ス
 
 

ト
」
を
重
視
。
両
者
の
溝
は
 
 

埋
ま
ら
な
い
ま
ま
だ
。
 
 

典
型
例
が
介
護
人
材
を
巡
 
 

る
議
論
だ
。
世
界
中
に
介
護
 
 

人
材
を
送
り
出
す
出
稼
ぎ
大
 
 

国
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
、
介
護
需
 
 

要
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
日
 
 

本
に
も
受
け
入
れ
を
求
め
て
 
 

い
る
。
諮
問
会
観
は
5
月
1
8
 
 

日
、
介
護
人
材
を
単
純
労
働
 
 

者
で
は
な
く
毒
門
的
人
 
 

特
別
永
住
者
は
地
域
社
会
で
 
 

の
定
着
度
が
高
い
が
、
出
稼
 
 

ぎ
で
来
日
し
て
い
る
外
国
人
 
 

の
場
合
は
転
居
が
多
く
、
自
 
 

治
体
毒
察
が
そ
の
居
住
地
 
 

ー
ス
だ
と
約
5
7
万
円
。
同
省
の
 
 

担
当
者
が
、
引
き
こ
も
り
支
援
 
 

の
N
P
O
な
ど
に
意
見
を
聞
く
 
 

と
「
期
間
が
長
い
」
 
「
参
加
費
 
 

が
高
い
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
 
 

ら
れ
た
。
お
試
し
合
宿
は
1
～
 
 

材
」
と
認
め
、
受
け
入
れ
の
 
 

検
討
を
決
め
た
。
 
 
 

だ
が
、
中
野
清
厚
労
副
大
 
 

臣
が
同
月
末
の
外
国
人
労
働
 
 

者
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
 
 

ム
で
「
な
し
崩
し
的
な
変
け
 
 

入
れ
拡
大
に
つ
な
が
り
か
ね
 
 

な
い
」
と
す
る
秦
を
提
出
、
 
 

拒
否
の
姿
勢
を
明
確
に
し
 
 

た
。
同
チ
ー
ム
は
7
月
に
諮
 
 

問
会
議
が
作
る
「
骨
太
の
方
 
 

針
」
に
意
見
を
反
映
さ
せ
た
 
 

い
考
え
で
、
今
後
も
作
業
は
 
 

難
航
し
そ
う
だ
。
 
 

を
把
握
で
き
な
く
な
る
こ
と
 
 

も
少
な
く
な
い
と
い
う
。
 
 
 

と
く
に
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
 
 

が
急
増
。
9
0
年
の
入
管
法
改
 
 

正
で
日
系
2
、
3
世
と
そ
の
 
 

家
族
に
職
種
を
問
わ
す
入
国
 
 

を
認
め
た
た
め
で
、
日
太
人
 
 

移
民
の
子
孫
を
由
心
に
∬
年
 
 

の
4
千
人
か
ら
0
5
年
に
は
3
0
 
 

万
人
に
増
加
し
た
。
政
府
は
 
 

単
純
労
働
者
を
受
け
入
れ
な
 
 

い
と
い
う
建
前
だ
が
、
事
実
 
 

上
、
日
系
人
は
例
外
と
な
っ
 
 

て
お
り
、
劣
悪
な
労
働
条
件
 
 

や
子
供
の
不
就
学
と
い
ユ
た
 
 

問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
 
 
 

政
府
は
こ
う
し
た
状
況
を
 
 

改
善
す
る
た
め
、
外
登
法
に
 
 

よ
り
自
治
体
が
登
録
・
管
理
 
 

す
る
対
象
を
「
特
別
永
住
 
 

者
」
に
絞
る
。
 

ぎ
な
ど
を
目
的
に
来
日
し
た
 
 

外
国
人
の
登
録
は
、
入
国
管
 
 

理
局
で
一
元
的
に
管
理
し
、
 
 

在
留
期
間
中
の
居
住
地
や
勤
 
 

務
先
変
更
に
伴
う
届
け
出
を
 
 

入
管
法
上
の
義
務
と
す
る
。
 
 
 

外
国
人
登
録
森
口
は
引
き
 
 

続
き
自
治
体
と
な
る
た
め
、
 
 

入
管
と
自
治
体
の
間
で
登
録
 
 

情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
。
共
 
 

有
す
る
登
録
情
報
は
、
日
本
 
 

帯
教
育
や
社
会
保
険
へ
の
加
 
 

入
促
進
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
 
 

提
供
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
 
 

な
る
半
面
、
増
加
す
る
外
国
 
 

人
犯
罪
の
捜
査
へ
の
利
用
も
 
 

想
定
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 


